
[機能説明]－[EXCELファイル]
  

>EXCELバーチャート出力 

作成中の工程表の、作業・日付・所要時間から、各作業の前余裕・後余裕を自動計算したバーチャートをエクセル
出力する機能です。  
※バーチャートとは、工程管理スケジュール管理に使われる図表です。  
縦軸（行）に作業／横軸に期間（時間、日程）を取った二次元の表に各作業の所要期間をそれに比例した長さの横
棒・横線で示したものです。 

※バーチャートへの出力は、画面表示中の工程表内[注目][レイヤ]と連動し作成されます。 

メニューから[補助機能]-[EXCELファイル]-[EXCELバーチャート出力]を選択し、エクセル開始日を設定して下さい。 

  

-エクセル開始日設定ダイアログボックス- 

テンプレートフォルダ内バーチャート.xltを選択し開くを押して下さい。  
※カスタマイズされたテンプレートを、作成しておくと便利です。 
エクセルが、自動起動しバーチャートを作成します。 

 

画面右にある、バーチャート作成を押すと、バーチャートが表示されます。 

 

>EXCEL出力 



[補助機能]-[EXCELファイル]-[EXCEL出力]選択し、工程表データを、EXCELへ出力します。 
[補助機能]-[CSVファイル]-[名前を付けて保存]と同じ画面が表示され、任意に項目選択し保存出来ます。 
※項目選択のみ出力されます。 
レイヤ・矢線情報（休日・雨天・巻尺）・CAD図は出力されません。 

 
-EXCEL出力項目選択ボックス- 

テンプレートフォルダ内EXCEL出力.xltで、EXCELへ工程データを出力します。 
※カスタマイズされたテンプレートを、作成しておくと便利です。 
キャンセルを押すと、EXCELが起動しデータが自動作成されます。 

 

>EXCEL入力 

[補助機能]-[EXCELファイル]-[EXCEL入力]選択し、EXCELで作成したデータを、工程表へ取り込みます。 

※テンプレートフォルダ内 input.xltを、利用する事で入力データが作成出来ます。 

 
項目選択画面が表示され、任意に選択し工程表へ入力する事が出来ます。 
※入力の項目選択は、EXCELデータから出力される為、チェックが全て選択でオン状態でも構いません。 



 
-EXCEL入力項目選択ボックス- 

 
取り込まれたEXCELデータから矢線を自動作成します。 


